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総務大臣表彰を受賞した行政書士の
大庭尚男さんが石井市長を訪問東京2020 オリンピック聖火リレーに市民3人が参加

ふるさと納税の返礼品提供事業者になって
商品を全国にPRしませんか

羽生市と新ごみ処理施設整備に向け
話し合いを進めています

第2回英語検定・
準会場受験を実施します
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　行政書士の大庭尚男さん（富士見町）が「総務大臣表彰」
を受賞し、７月15日、その報告のため石井市長を訪問し
ました。
　この賞は、官公署に提出する書類の作成などを行う行
政書士の制度の発展に貢献した方をたたえるもので、大
庭さんは、長年の行政書士活動が高く評価されました。
▶問い合わせ　 地域活動推進課くらし安心担当（内線

252）

　7月7日、東京2020オリンピックの聖火リレーが本市を通過しました。県道128号の大長寺前から郷土博物
館前までの約1.18キロメートルのコースを7人のランナーがトーチを持ち、駆け抜けました。
　7人のうち、市民ランナーは3人。聖火リレー参加者県内最高齢の由利貞男さん（89歳）が第1走者として大
長寺前をスタートし、第2走者の酒巻克之さん（63歳）に聖火を受け渡しました。そして、第7走者の川上新一
さん（59歳）がゴール地点の郷土博物館前に到着し、無事に聖火をつなぎました。

▶問い合わせ　企画政策課企画政策グループ（内線312）

　市では、ふるさと納税の寄附をいただいた市外の方へ特産品などの返礼品を提供する事業者を随時募集しています。
皆さんからの申請をお待ちしています。

登録事業者になると全国に自慢の商品をPRできます
　•ふるさと納税ポータルサイト「ふるさとチョイス」に商品の写真とともに事業者名を掲載
　•市ホームページにも返礼品の商品を掲載

▶返礼品提供事業者登録および返礼品掲載までの流れ　

※ 登録事業者や返礼品には条件があります。詳しい条件や申請方法は市ふるさと納税ホームページ
をご覧いただくか、企画政策課まで問い合わせください。

▶問い合わせ　同課企画政策グループ（内線308）

　羽生市と締結した「一般廃棄物処理施設の共同整備に関
する基本合意」に基づき、新ごみ処理施設整備に関する基
本的な事項を話し合うための協議会を、6月10日に設置
しました。
　7月9日、行田市役所で、第1回を開催し、事業を実
施する機関や施設整備のスケジュールなどについて、協
議しました。協議会の日程や開催結果は、市ホームペー
ジなどで随時お知らせします。
▶問い合わせ　 環境課新ごみ処理施設建設準備グループ

（内線384）

　英語検定取得支援事業の一環として、市内各中学校お
よび市内施設を会場に、日本英語検定協会が実施する実
用英語技能検定（英検）の第2回（10月実施）1次試験準会
場受験を実施します。
　また、市では、1級から3級を受験した中学3年生を
対象に、生徒1人につき1回当たり2,000円（同一年度2
回まで）を補助します。
▶対象　
　①市内中学校に在籍する中学生
　② 市内に住所を有し、市外の中学校などに在籍してい

る中学生 
▶対象となる英語検定　
　 公益財団法人日本英語検定協会が実施する実用英語技
能検定の2級～ 5級
▶場所　
　【①の生徒】
　　各学校（2級および準2級は、市内公共施設）
　【②の生徒】
　　市内公共施設
▶申し込み　
　【①の生徒】
　　各学校が指定した日までに各学校
　【②の生徒】
　　 8月23日㈪～ 31日㈫の午前8時30分～午後5時に

学校教育課※土・日曜日を除く
▶その他　詳細は、同課ホームページをご覧ください。
▶問い合わせ　同課指導担当☎556―8316
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石井市長に受賞を報告する大庭尚男さん（左）

酒巻克之さん由利貞男さん 川上新一さん

返礼品提供希望事業者

行田市

⑤返礼品などの
　申請の承認
　依頼

①事業者申込書提出

②事業者として承認

③返礼品登録申込フォームなどの
　資料提供

④返礼品登録申込フォームの提出

⑥承認後、
　返礼品掲載

行田市ふるさと納税
業務委託事業者


